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 平成２４年 第９回帯広市教育委員会会議録 

 

１． 平成２４年４月２３日 月曜日  １０時 ～ １１時 

帯広市教育委員会会議を帯広市役所 教育委員会室に招集する。 

 

２．本日の出席委員 

教 育 委 員      市之川 敦 子 

教 育 委 員      門 屋 充 郎 

教 育 委 員      伊 藤 成 昭 

教 育 長      八 鍬 祐 子 

 

３．本日の議事日程  

 

日程第 1  会議録署名委員の指名について 

日程第 2  議案第 27 号 帯広市教育施策推進委員会設置規程の一部改正について 

日程第 3  報 告 第 5 号 専決処分の報告について 

  議案第 28 号 帯広市奨学生選考委員の委嘱について 

日程第 4  報 告 第 6 号 専決処分の報告について 

  議案第 29 号 帯広市社会教育委員の委嘱について 

日程第 5  報 告 第 7 号 帯広市市民文芸誌編集委員の委嘱について 

日 程 第 6  その他（1）  帯広市議会 3 月定例会の報告について  

  その他（2） 新学校給食調理場厨房機器プロポーザルについて  

  その他（3）  今後の事業予定ついて  

  その他（4）  寄附受納について  

   その他  

日 程 第 7  議案第 30 号 職員の人事について【非公開】  

  議案第 31 号 職員の人事について【非公開】 

日 程 第 8  報 告 第 8 号 教職員の処分について【秘密会】  
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市之川職務代理  これから、平成２４年第９回帯広市教育委員会会議を開会いた

します。 

  田中委員長から欠席の申し出を受けているため、職務代理者で

ある私が議事の進行をさせていただきます。  
出席委員は４名であります。  

 会議は成立しております。 

 ここで諸般の報告をいたします。 

（野原課長報告）  

 日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

  会議録署名委員は、門屋委員及び伊藤委員を指名いたします。 

  日程第２、議案第２７号、帯広市教育施策推進委員会設置規程の

一部改正についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

須貝 部長   議案第２７号、帯広市教育施策推進委員会設置規程の一部改正に

ついてご説明申し上げます。本件は平成２４年４月１日付人事異動

に伴い、所要の整理をするため、規程の一部を改正しようとするも

のであります。以上よろしくご審議賜りますようお願い申し上げま

す。  
市之川職務代理    これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

市之川職務代理   別になければ質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第２７号、帯広市教育施策推進委員会設置規程の一部改正に

ついては、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

市之川職務代理   ご異議なしと認め、議案第２７号は決定されました。 

  日程第３、報告第５号、専決処分の報告について外１件を一括し

て議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

須貝 部長  報告第５号、専決処分の報告について及び議案第２８号､帯広市奨

学生選考委員の委嘱について一括してご説明申し上げます。報告第

５号につきましては、帯広市奨学生選考委員を委嘱しておりました

安田宝生委員、大西正宏委員、村瀨勝広委員の３名から、平成２４

年３月３１日付で委員を辞任したい旨の申し出がありましたことか

ら、帯広市教育委員会事務委任等規則第５条第４項の規定により、

帯広市奨学生選考委員の解職について、専決処分をしたものでござ

います。続きまして、議案２８号、帯広市奨学生選考委員の委嘱に

ついてでありますが、報告５号で専決処分をいたしました３名の委

員の後任委員といたしまして、井上政史氏、鈴木譲二氏、馬渕新司

氏を帯広市奨学条例第９条及び帯広市奨学条例施行規則第６条に基
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づき、帯広市奨学生選考委員に委嘱しようとするものであります。

なお、委嘱期間につきましては、任期途中での委員補充のため、平

成２４年５月１日から、前任者の残任期間であります平成２５年４

月３０日までとなっております。以上よろしくご審議賜りますよう

お願い申し上げます。  
市之川職務代理   これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

市之川職務代理   別になければ、質疑を終結します。 

  お諮りいたします。 

市之川職務代理   議案第２８号、帯広市奨学生選考委員の委嘱については、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

市之川職務代理  ご異議なしと認め、議案第２８号は決定されました。 

日程第４、報告第６号、専決処分の報告について外１件を一括して

議題といたします。 

 直ちに説明を求めます。 

大久保部長  報告第６号、専決処分の報告について及び議案第２９号、帯広市

社会教育委員の委嘱についてを一括してご説明いたします。議案書

は７ページと９ページになりますが、最初に７ページをご覧いただ

きたいと思います。本報告は社会教育委員を委嘱しておりました小

野寺一信委員から平成２４年３月３１日付で委員を辞退したい旨の

申し出がありましたことから、帯広市社会教育委員事務委任等規則

第５条第４項の規定により、帯広市社会教育委員の解職について専

決処分したものであります。次に９ページをご覧ください。本案は

報告第６号で専決処分により解職した社会教育委員の後任の委員と

して、帯広南商業高等学校校長、山田義弘氏を社会教育法第１５条

の規定に基づき、帯広市社会教育委員に委嘱しようとするものであ

ります。なお、委嘱期間につきましては、帯広市社会教育委員の定

数並びに任期に関する条例第２条に基づき、平成２４年４月２３日

から、前任者の残任期間であります平成２５年７月３１日までであ

ります。また、１０ページに新たな社会教育委員の名簿を参考に添

付しております。以上よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

市之川職務代理   これから質疑に入ります。 

市之川職務代理   私から１点よろしいですか。社会教育委員の方で家庭教育の向上

に資する活動を行う方が２名いらっしゃいますが、具体的にどんな

活動をなさっている方なのでしょうか。 

大越 課長  子育てサークルの方が１名、青連協からの推薦の１名です。 

市之川職務代理   他になければ、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。議案第２９号、帯広市社会教育委員の委嘱に
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ついては、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

市之川職務代理  ご異議なしと認め、議案第２９号は決定されました。 

  日程第５、報告第７号、帯広市市民文芸誌編集委員の委嘱につい

てを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

大久保部長  報告第７号、帯広市市民文芸誌編集委員の委嘱についてご説明い

たします。議案書は１１ページになります。本報告は帯広市市民文

芸誌に関する規則に基づき、帯広市市民文芸誌編集委員を委嘱した

ことを報告するものであります。市民文芸誌編集委員は、文学にお

ける各ジャンルから均衡を配慮して選出しており、今年度の委員に

つきましては、昨年度委嘱した委員１１名全員を再任としたもので

ございます。名簿は１２ページの通りでございます。任期は平成２

４年４月１日から平成２５年３月３１日までとなっております。今

年度の市民文芸の発刊につきましては、ほぼ例年どおり１２月の発

刊を予定し、作品募集は５月から８月末まで、小説をはじめとして、

童話、詩、短歌など１０部門で原稿を募集いたします。その後、９

月１０月に編集委員会において入選作を決定し、１１月の教育委員

会会議において、市民文芸賞などの受賞作について議決をいただい

た上で、１２月に市民文芸賞の表彰式の開催並びに市民文藝第５２

号の発刊を予定しております。報告は以上でございます。 

市之川職務代理   これから質疑に入ります。 

門屋 委員  これが最後のようなのでお尋ねしたかったのですが、再任の方が

多い中で任期が１年と限定している理由は何かあるのでしょうか。

事務の簡素化をして２年でもいいような気がしています。最後の市

民文藝は再任の方がそれぞれ長いですよね。何か理由があるのでし

ょうか。 

吉田 館長  市民文藝で説明させていただきます。市民文藝は特定のジャンル

で次の後継者に引き継いで行くために１年ごとにということなので

すが、繋がりがうまくいかない中で長期に残っていらっしゃるので

すが、この方の場合、新しい方に引継ぎながら、新たな方に交代す

ることを毎年考えていらっしゃるようです。編集委員会の第１回目

のときに必ず今年度のテーマについて、特集やグラビアなどについ

て、新たな編集委員で方向性を考えるものですから、毎年編集委員

が変わっていく状況で、たまたまうまく引継ぎができないために新

しい方が出てこないということがございます。 

門屋 委員  教育委員会の複数の委員任期が１年で、普通２年というのがいろ

いろなところで多い気がして、１年というのはなぜなのか聞きたか

ったのですが、市民文藝のことだけではなくて、行政的に何かある

のでしょうか。 
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敦賀調整監  社会教育委員の任期につきましては、１０ページにございますよ

うに２年間となってございます。１年のもの２年のものがございま

すが、その都度市民文藝のような形の単年度で発行して一旦簡潔す

るもの、継続的な教育活動に資するもの、大きく委員は２パターン

に分かれます。継続的な教育分野に関するものは２年の形が大半で

ございます。それ以外は１年１年で結論を出していきます。２年間

の間に後任の方を決めていくのですけれど、最大５期程度で新しい

方に引継いでいただくように、委員を承認されたときにお願いをし

ながら、できるだけ後継の方に順次引き継いでいただくような形を

とっております。 

市之川職務代理   他になければ、質疑を終結し、本件を終了いたします。 

  日程第６、その他に入ります。 

  その他（１）帯広市議会３月定例会の報告についてを議題といた

します。 

  直ちに説明を求めます。 

植松調整監  帯広市議会３月定例会における教育委員会に関する質疑のうち、

私の方から学校教育部に関する質疑の概要についてご報告させてい

ただきます。議案書１３ページでございます。今回、代表質問３名、

一般質問９名、議案審査特別委員会５名、予算審査特別委員会８名

の議員からご質問がございました。はじめに代表質問でございます

が、渡辺議員から、新たな学校給食調理場の直営の判断を伺うご質

問があり、平成２２年度に新学校給食調査特別委員会における様々

な視点からの議論や多くの市民からの意見を踏まえ、昨年１１月、

総務文教委員会で直営の考え方をお示しし、平成２４年１月１１日

の教育委員会において基本計画を決定した旨の答弁をしております。

次に北口議員から、平成２４年度の学校教育における基本的な考え

方と方針についてのご質問があり、帯広市教育基本計画の基本理念

や基本目標の実現に向けて取り組んでいくこと、特に学力の定着、

豊かな心や健やかな体を育む指導、食育の充実、恵まれた自然を生

かした学習活動、学校・家庭・地域と連携した帯広らしい教育など

をしっかりと進めていく旨の答弁をしております。次に有城議員か

ら、フードバレーとかちの視点から、今後、学校給食をどのように

展開しようと考えているかを伺う旨のご質問があり、給食を通して、

食のみならず地域の産業・文化への理解を深め、心身ともに健やか

に成長できるよう、温もりを感じられ魅力ある学校給食づくりを進

めていく旨の答弁をしております。続いて、一般質問で楢山議員か

ら、教職員の多忙化解消について、これまで行政が講じてきた方策

とその結果について伺うご質問があり、リフレッシュマンデーの取

り組み、時間外縮減月間の設定、事務処理体制の改善、各種業務の

見直し、部活動における指導体制の検討、学校支援地域本部事業の
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活用などの取り組みを行ってきたが、教職員の多忙化が解消されな

いことから、どのような対策が有効なのか、常に検討していく必要

がある旨の答弁をしております。次に大塚議員から、文部科学省が

地方教育行政制度のあり方についての検討を始めるなか、教育委員

会のあり方について、教育委員長の所見を伺う旨のご質問があり、

田中委員長から、教育委員会は教育における政治的中立、継続性・

安定性の確保、地域住民の意向の反映という役割にしっかり応えて

いくことが重要であり、教育の方針となる教育基本計画の策定、教

育行政執行方針の作成、活動状況の点検・評価などを行ない、開か

れた教育委員会の充実に努めている。職務の遂行にあたっては、学

校や保護者などいろいろな方々からの意見を聴取し、住民の意向を

受けて、基本方針や重要な政策を決定することにより、地域の実情

に即した教育行政を進めていく旨の答弁をしていただいております。

次に高田議員から、特別支援教育における広報活動と周知、その必

要性についてご質問があり、特別支援教育に関わる体制や取り組み

については、保護者をはじめ広く市民に周知することが重要である

と考えており、市のホームページを充実するほか、周知の方法につ

いて検討していく旨の答弁をしております。次に杉野議員から、学

校検診の尿検査で異常が発見された場合の家庭に対する指導・助言

の考えについてご質問があり、精密検査の対象となった児童・生徒

の各家庭に対する指導・助言については、今後、関係機関とも協議

の上、必要性や手法も含め調査研究をしていきたい旨の答弁をして

おります。次に清水議員から、国旗国歌に対して教育委員会は各学

校の現状をどのように捉え、どのような姿勢で望むのかとの質問が

あり、公教育においては、学習指導要領に基づき適切に実施される

べきであり、市内の小中学校では社会科や音楽などの教科や学校行

事において指導している。我が国の国旗及び国歌の意義、諸外国の

国旗及び国歌を含め、尊重する態度を身に付けることができるよう、

今後も児童生徒の発達段階に即した適切な指導に努めていく旨の答

弁をしております。次に佐々木議員から、特別支援学校、特別支援

学級に通う児童生徒が急増している要因の認識についてのご質問が

あり、特別支援教育に関する理解が浸透してきたこと、小中学校に

おける特別支援教育の体制整備を行なってきたことが要因である旨

の答弁をしております。次に横山議員から、学校施設環境について、

洋式トイレの整備状況と今後の整備の考え方についてのご質問があ

り、洋式トイレの整備は学校改修の機会などに併せて行なってきて

いるが、限られた予算の中ではあるが、計画的な整備をすすめてい

く考えである旨の答弁をしております。次に中村議員から、学校図

書館の果たす役割とその認識についてのご質問があり、創造力を培

う、学習への興味・関心を呼び起こす、豊かな心を育む、自発的・
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主体的な学習活動を支援する、情報の収集・選択・活用能力を育む

など、大きな役割を担っていると認識している旨の答弁をしており

ます。次に熊木議員から、新たな学校給食調理場への市民意見をど

のように聞いたのか、管理・運営手法についてどのような意見があ

ったのかについての質問があり、保護者との意見交換、基本構想素

案に対する市民意見の募集、基本構想案に対してパブリックコメン

トを実施したことをお答えし、コスト面から委託すべきとの意見が

あった一方で、安心感から直営とすべきとの意見が寄せられていた

旨の答弁をしております。次に議案審査特別委員会ですが、杉野議

員外４名から、学校給食の放射線測定などに関するご質問がありま

した。最後に予算審査特別委員会ですが、有城議員外７名から、幼

保小中連携推進事業などに関するご質問がありました。学校教育部

に関する報告は以上でございます。 

敦賀調整監  引き続き生涯学習部に係わります主な質疑項目についてご報告さ

せていただきます。議案書１３ページに戻っていただいたいと思い

ます。先ほど学校教育部の報告でご覧いただいた資料の右側に生涯

学習部関係の項目を記載しておりますので、資料に従いご説明させ

ていただきます。生涯学習部につきましては、代表質問で１名の議

員から、また、予算審査特別委員会では４名の議員からご質問がご

ざいました。まず、代表質問では、大竹口議員から、市長の政治姿

勢に関する質問の中で、開拓１３０年・市制施行８０年と本市の取

り組みについてご質問がございました。特に本年で開館３０年目を

迎える帯広百年記念館の収蔵作品を活用した記念展示会の開催につ

いてご質問があったものです。本年は開拓１３０年･市制施行８０年

を記念し、百年記念館で収蔵している作品を中心に、美術で見る帯

広１３０年の歴史展を開催する予定であり、また、市民から寄贈さ

れた作品を公開する新収蔵美術展の開催年にもあたっており、百年

記念館の開館３０年を意図した展示を工夫する旨お答えしておりま

す。次に１６ページの予算審査特別委員会の教育費において４名の

議員からご質問がございました。まず、富井議員から、スポーツ大

会・合宿誘致について、東日本大震災の影響を受け、福島で開催さ

れていた日本クラブユースサッカー選手権が昨年は本市で開催され

たことについて、本年以降の可能性や北見市のラグビーや士別市の

陸上競技の例を示し、本市でもサッカーなど特定の競技に絞った合

宿誘致を展開することについての考えを問われました。日本クラブ

ユースサッカー選手権大会については、主催者から本年、更に来年

も本市で開催をすることに決定していると伺っていること、また、

本市ではスケート競技のほか、バスケットボールや野球、サッカー

など、様々な競技団体が合宿に訪れており、特定の種目に特化する

のではなく、帯広の森の恵まれた練習環境をアピールし、幅広く合
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宿・大会の誘致活動を展開していく旨お答えしております。次に熊

木議員から、文化・スポーツ少年団の全国・全道大会派遣補助、更

に高校部活動等の全国大会派遣の特例補助についてご質問がござい

ました。文化・スポーツ少年団の全国・全道大会の派遣につきまし

ては、平成２４年度予算で一人あたり単価の上限を全国大会 1 万 5

千円、全道大会 8 千円とし、人数の上限も拡大するなど見直しをい

たしました。また、高校生の全国大会については、甲子園野球など

特定の５つの大会に限って、特例の補助制度を設けておりましたが、

対象とする大会を拡大するなど見直しを行なっております。熊木議

員からは、これらの見直しの考え方を問われ、更に少年団派遣の単

価設定について、交通費や宿泊費の実費とすべきとのご意見をいた

だいております。この考え方については少年団の保護者負担の軽減

を目的としたというご意見でございます。少年団への支援につきま

しては、全国・全道大会への派遣補助の他に日常の少年団活動を支

援するために、日本スポーツ少年団への登録費用への補助などの施

策も実施しており、こういった施策も含めて保護者負担の軽減への

取り組みは、今後においても継続的に検討してまいりたいとお答え

しているところでございます。次に鈴木議員から、帯広の森研修セ

ンターの改修へのご意見、更に本年開催を予定しておりますハーフ

マラソン大会の準備状況についてご質問がございました。帯広の森

研修センターの改修については、地域の競技団体、旅館ホテル、商

店街などの組合、施設を管理運営している帯広市文化スポーツ振興

財団などで構成する帯広市スポーツ合宿・大会誘致推進実行委員会

で検討している段階で、増改築に反対する声もございますことから、

慎重に整理していきたい旨お答えしております。また、ハーフマラ

ソン大会については、過日実行委員会を開催し、新聞報道もされて

おりますが、公認コース大会として開催するべく、関係団体と検討

していることや開催日程については、道内、管内のマラソン大会と

競合しない日程とすること、更にコースは中心街と帯広の森を往復

するコースとすることを説明し、準備を進めていることをお答えし

ております。最後に編田議員からは、総合体育館の建て替えについ

て、隣接する帯広警察署も建て替えを計画しており、早期に庁内検

討をし、警察側との協議をすべきとのご意見があったほか、赤い山

青い山白い山振興保存事業の内容についての質問がございました。

総合体育館につきましては、本年度、現在地での建て替えを基本に、

具体的に検討し、当部としての考え方を整理する状況にあること、

また赤い山青い山白い山振興保存事業については、北原白秋の「赤

い鳥小鳥」の元歌となった子守唄「赤い山青い山白い山」を事業実

施主体である振興保存会が普及・振興・保存する取り組みを支援す

ることをご説明しております。生涯学習部に関わります主な質疑項
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目は以上でございます。 

市之川職務代理   これから質疑に入ります。 

伊藤 委員  大竹口議員からご質問のあった開拓１３０年・市制施行８０年の

取り組みについては、本市の取り組みについて説明されたのだろう

と思いますけれど、学校教育部では本市の開拓１３０年・市制施行

８０年をどういうふうに受け止め、どういった形で子どもたちに伝

えるのかお伺いしたいと思います。１０年ごとにこういう記念行事、

式典等が行なわれているのだろうと思いますけれど、郷土愛を育て

ることは、学校現場では具体的にはどのような取り組みをしてきた

のか、今回どのような取り組みを各学校では行われようとしている

のか、あるいはどのような指導をしているのかお聞きしたいのと、

それから、各議員から不登校・いじめに関しての対策について出て

おりましたが、不登校・いじめの実態について、数について増えて

いるのか減っているのか、どんな傾向にあるのかお知らせいただき

たいのと、中村議員の質問で学校司書の配置について、現状では各

学校にどういう形で配置されていて、どういう活動をされているの

か、一部で結構ですのでお知らせください。よろしくお願いします。 

橋場企画監  私から開拓１３０年・市制施行８０年についてお答えしたいと思

います。今年度、学校に対して指導の重点などを示した最初の校長

会議で、今年は記念すべき年であることを明言いたしまして、それ

ぞれの学校において、例えば小学校であれば副読本などで歴史につ

いて学ぶ機会がありますし、学校行事の中でこうしたことを機会あ

るごとに取り上げ、学校通信などにも一言添えていただく取り組み

を通して、子どもたちにふるさとの歴史や先人の苦労などについて、

ぜひ伝えていただきたいと、学校に対しては働きかけをしておりま

す。そのほか実際に事業としては、教育研究所が中心となって行な

っております取り組みがありますので、これにつきましては、教育

研究所長からご説明させていただきます。私からは以上です。 

早川 所長  開拓１３０年・市制施行８０年を記念する行事について、現在は

学校支援地域本部事業ということで、川西地区を除く全市一体で行

なっております。今年度２４年度から川西地区も含めて全市に広が

ることで、その学校支援地域本部を中核として地域の連帯事業、講

演会、各種研修会等を企画していただこうということで、イベント

を想定してございます。それぞれの地域性や参加人数、実態に応じ

たものということが予想されますけれど、どの学校支援地域本部に

おいても、例えば、市民憲章、帯広市歌にふれる場面などを持つこ

とを想定しまして、最終的には共通した取り組みを年度末にフォー

ラム開催することで、各地域の取り組みを交流、発表する機会も考

えてございます。以上です。 

村松 室長  今お話がありました平成２３年度の不登校といじめの状況につい
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てお話いたします。不登校といじめの状況につきまして、帯広市教

育委員会としましては教育相談体制の充実を図りながら、学校と連

携して、不登校といじめの問題に取り組んでいることが１点挙げら

れます。また、子どもたち自身が様々な問題行動を自分自身で考え

行動していくという観点から、いじめ不登校非行等の対策委員会を

通して、子ども独自の生徒会や児童会の活動を通して、いじめの未

然防止などに努めているところです。数字につきましては、不登校

につきましては、平成２３年度は小学校２７名、中学校８８名とな

っております。小学校については、過去３年間を遡ってみますと、

減少している状況にあります。しかしながら、中学校におきまして

は、若干の増加傾向にあります。いじめの状況につきましては、平

成２２年度よりアンケート調査を実施しており、全員の児童・生徒

に実施した中で今年度は小学校が３６件、中学校が３９件、計７５

件となっております。これらの小学校と中学校のいじめの件数につ

いては、アンケート調査を行なって、学校が認知した数ということ

でございます。小学校、中学校いずれも、この件数について解消率

100％ということで、３月３１日現在で継続はないという形で確認し

ているところでございます。以上でございます。 

佐藤 課長  司書教諭についてでございますけれど、帯広市立学校管理規則の

中で１２学級以上の学校に司書教諭を置くということになっており

ます。司書教諭はその学校の業務の中核をなしていただいておりま

す。司書教諭は司書教諭免許を持った者を発令しておりまして、平

成２３年度では小学校１８校、中学校９校、合計２７校に司書教諭

の発令しております。 

市之川職務代理    他になければ、質疑を終結し本件を終了します。 

  その他（２）新学校給食調理場厨房機器プロポーザルについてを

議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

宮脇企画監  新学校給食調理場厨房機器プロポーザルについてご説明いたしま

す。議案書１７ページでございます。本プロポーザルの実施にあた

りますその目的といたしましては、新学校給食調理場建設にあたり

まして、今年度基本・実施設計を行なう予定となってございます。

この施設の設計にあたり、主要な設備となる厨房機器につきまして

は様々な視点からの検討が求められますことから、厨房機器システ

ムの企画案を施設の設計に反映させることを目的として、公募型プ

ロポーザルを実施するものでございます。プロポーザルの概要につ

きましては、名称、企画提案内容は記載のとおりでございます。企

画提案の選定につきましては、教育委員会で選定委員会を設置し、

第一次審査及び第二次審査を実施いたします。それに基づきまして、

総合的な評価により設計に採用する企画提案を選定いたします。こ
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の選定した企画提案の扱いでございますが、原則として企画提案に

示された厨房機器を設計図書に盛り込むものとしてございます。な

お、提案者には設計業務全般に対する技術的助言及び協力、調理員

等への教育・指導、担当者の常駐等のご協力をいただくこととして

ございます。プロポーザルの参加資格については記載のとおりでご

ざいます。１８ページのプロポーザル参加表明書の提出でございま

す。４月６日に本プロポーザル募集について公表し、４月１３日に

プロポーザル参加表明書の提出期限となってございます。これによ

りまして、６社の参加表明があったところでございます。質問書の

受付につきましては、平成２４年４月１９日まで受付しており、そ

の回答につきましては、今週以降回答することになってございます。

企画提案書の提出につきましては、以下記載のとおりでございます。

この企画提案書の提出期日につきましては、平成２４年５月１８日

金曜日と定めてございます。留意事項につきましても記載のとおり

でございます。最優秀企画提案の選定でございますが、企画提案は

選定委員会において、第一次審査、第二次審査を実施し、最終的に

１社を選定する形になります。なお、参加表明をいただいておりま

す６社のうち、最優秀の１社のみが公表される形でございます。２

０ページにつきましては、審査基準及び配点表となってございます。

主なスケジュールとしましては、５月２８日に一次審査結果通知及

びプレゼンの依頼を行ないます。６月５日には参加表明のあるメー

カーからのプレゼンテーション実施を予定してございます。最終的

には平成２４年６月８日最終審査結果を通知する予定となってござ

います。２３ページからは本プロポーザルの仕様書となってござい

ます。２．企画提案のあたっての基本条件としましては、新たな学

校給食調理場基本構想及び新たな学校給食調理場基本計画を踏まえ

て企画提案することとしてございます。それに加えまして、その他

特記事項を下記のとおり記載し、仕様書としているところでござい

ます。２４ページの調理場整備の想定スケジュールでございますが、

６月には本プロポーザルによります企画提案を選定し、１０月には

基本設計をまとめ、２月には実施設計をまとめる予定となってござ

います。２５年度以降は工事の着工、最終的に２７年４月オープン

ということで、今までの報告のスケジュールと異なるものではござ

いません。説明は以上でございます。 

市之川職務代理  これから質疑に入ります。 

市之川職務代理  私から１点お伺いします。選定委員の人数及びメンバーについて、

教育委員会が設置する選定委員会とありますが、どのような方で構

成されているのかお願いします。 

和田 主幹  選定委員は８名を選定させていただいております。まず、教育委

員会の職員としては部長以下、場長、調理員、栄養士、それから、
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外部の委員にも依頼申し上げておりまして、具体的にはお名前は差

し控えさせていただきますけれども、大学の先生、あるいは長年学

校給食に係わった方々など、３名の方々にお願いしているところで

ございます。 

市之川職務代理  他になければ質疑を終結し、本件を終了します。 

  その他（３）今後の事業予定についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

早川 所長  ５月の教育研究所の事業予定についてご説明申し上げます。今年

度の第１回校内研究推進協議会を５月１８日金曜日１４時より、庁

舎１０階会議室で行ないます。校内研修の充実に向けた各校の取り

組みや今日的課題について交流協議し、お互いに情報交換するとと

もに、教職員としての資質向上を図ることを目的とするものであり

ます。以上でございます。 

西尾 主幹  続きまして、スポーツ振興室の事業についてご説明いたします。

平成２４年度帯広スケートキングダム、高校生部門の第１回目とな

ります。５月２７日日曜日１３時から１６時半まで、白樺学園高校、

明治北海道十勝オーバルで行ないます。ほっとドリームプロジェク

トの一環として開催いたします。管内の高校生競技者を対象とした

講習会で総勢８０名程度の予定です。年３回の開催を予定しており

ます。講師には長野オリンピック金メダリストの清水宏保氏、バン

クーバーオリンピックに出場した土井槙悟氏を予定しております。

まだ、氷を張っておりませんので、中地におきまして明治北海道十

勝オーバルでは陸上トレーニング方法の実地講習ということで直接

指導という形になります。以上です。 

鈴木 課長  私の方から文化課における事業につきましてご説明いたします。

議案書のほか本日お手元に配付しております資料もご覧いただきた

いと思います。第３１回おびひろ市民芸術祭でございます。５月３

日から１５日まで、帯広市民文化ホール、とかちプラザ、市民ギャ

ラリーを会場に帯広市民芸術賞を受賞された方の記念講演などの外

６件のステージ公演、７件の展示会、お茶会など、様々なジャンル

の団体、個人が日頃の文化活動の成果を発表いたします。一昨年か

らコラボレーションをテーマに開催しておりまして、出演団体の合

同演奏や異色の組み合わせによる競演など予定されておりますので

お楽しみいただけると考えてございます。以上です。 

吉田 館長  図書館からは先月に引き続き、４月２３日から５月１２日までの

こどもの読書週間に合わせた行事についてご報告させていただきま

す。本日お手元に配付しましたチラシも参考にご参照ください。５

月３日に木曜名画座ということで、１０時１５分から１７時１０分

まで、やまびこ学校と二十四の瞳の大人向けの映画の間に子ども向

けの映画３本を挟んで連続上映会を行ないます。次に５月６日は、
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まめっこ探検隊という図書館の裏側を子ども対象とした事業を実施

いたします。同じく５月６日に図書館のカウンターで仕事をしてみ

ませんかということで、保護者同伴で子どもたちを募集しています

が、もうかなり応募がありますので、抽選で進めてさせていただき

ます。それから、同じく５月６日に子ども向けの映画会、５月１２

日は、オリジナルのおはなしに出てくる動物をおり紙で折り、貼り

付けて自分独自の絵本を作るというものです。次に第４回郷土資料

読み解き講座、２月から引き続いて行なっております千葉小太郎氏

が書き残した「緑丘史」の読み解き講座を５月２３日に開催いたし

ます。５月２４日から５月３０日まで蔵書整理のため図書館を休館

させていただきます。移動図書館バスは通常通り巡回させていただ

きます。続きまして、第５回中城ふみ子賞の選考が５月３０日に行

われます。その選考にお越しになられた選者の１人で、ラジオ番組

に時々出演されております東直子氏の講演会を短歌の楽しみ方とい

うことで５月３１日１０時から１１時３０分まで開催いたします。 

北沢 館長  百年記念館の事業でございます。友の会の後援会も兼ねておりま

す博物館講座を５月１２日に釧路臨港鉄道の会代表の星匠さんから

鉄道について様々な解説をいただきます。本年度は当館では鉄道関

係の写真を公募したり、見学会を行なったり、資料収集に力を入れ

ようと考えております。それから、四館連携事業でございます。百

年記念館と動物園がジョイントし、昨年、おびひろ動物園内で生息

が確認されました絶滅危惧植物のエゾヒメアマナなどを含めて、普

段目につきにくい植物の観察会を行なう予定でございます。次にロ

ビー展は、漂着アザラシの会と百年記念館の合同企画として、十勝

沖・海の動物たちという展示を５月１０日から３１日まで開催いた

します。なお、ここに載せておりませんでしたけれども、５月２５

日から７月末まで、市内稲田町川西Ｃ遺跡での埋蔵文化財の発掘調

査を行なう予定でございますので、併せてお知らせさせていただき

ます。以上でございます。 

市之川職務代理   これから質疑に入ります。 

伊藤 委員  四館連携事業のところで、動物園で植物観察の企画があるようで

すけれど、ここで来場者に対して、説明するのは博物館の職員が中

心になるのだと思いますけれど、その他にボランティアの方々を活

用するとか、幅を広げて他の四館連携事業に関して、商工会議所で

やっている、とかち検定を合格された方を活用するというのも今後

考える必要があるかと思います。それについての関連性や実態につ

いてお知らせいただきたいと思います。 

北沢 館長  四館連携含めて、ボランティアだけではなくて、とかち検定の合

格者もということでございますけれど、当館で行なっている事業に

つきましては、百年記念館ボランティアの会というのがございまし



 14

て、展示解説を行なうとか様々な展覧会についてお手伝いいただい

ております。養成講座というのを今年度も開催して充実に努める予

定でございまして、広く事業開催を手伝っていただく、また、ボラ

ンティアの会で学んだことを外で発揮していただきたいと考えてい

るところであります。今のところ、とかち検定の資格を認証された

方とのジョイントというのは、なかなか考えにくいところではござ

いますけれども、これから検討を進めていきたいと考えております。 

伊藤 委員  はい、よろしいです。 

門屋 委員  文化課の市民芸術祭はこの時期になってもう何年か経つと思いま

す。以前は秋にやっていたと思いますけれど、市民の参加度は以前

とは違うのかどうかお聞きします。 

敦賀調整監  実際に秋にやっていた時代は、９月から１１月という長期間やっ

ておりました。この時期は様々な市民団体、芸術団体が行なってい

る取り組みについても、この芸術祭の一環として行なって、秋口に

発表の場が集中しているのは変化してございません。そちらの方が

市民の自主的な取り組みで混んできたこともございまして、より市

民が秋口に使いやすいようにということで、芸術祭を春にもってき

た状況にございます。しかし、これも割りと混んでいない時期に集

中してゴールデンウィーク前後にし、期間も秋口にやっていた時と

比べると短縮をしております。そういう意味では全体的に期間が短

くなったことで、芸術祭を市民が鑑賞される人数は実質的には減少

しております。ただし、いろいろな芸術文化団体の数は減っていな

いのですけれど、構成員の人数が減っている状況があり、秋に自主

的に発表できない団体も出てきております。それを芸術祭の中で複

数の団体、ジャンルの違う団体で合同で発表していただくというこ

とで、参加団体数については徐々に増加傾向にございます。以上で

す。 

市之川職務代理  他になければ、質疑を終結し、本件を終了いたします。 

  その他（４）寄付受納についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

鈴木 課長  文化課に係わる寄附のご報告をいたします。帯広市内の大丸藤井

株式会社道東支店様から、帯広市民文化ホールの舞台音響機器類一

式につきまして４月１日にご寄附いただきました。市民文化ホール

の賃貸借の支払が終了いたしました物件を寄附扱いで受納したもの

で、市民文化ホールの安定的運営のため、引き続き活用させていた

だくものでございます。 

市之川職務代理   これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

市之川職務代理   別になければ質疑を終結し、本件を終了します。 

  ここで会議の進め方についてお諮りいたします。 
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  次の日程第７の案件については、帯広市教育委員会会議規則第１

６条第１項第２号により非公開に、また、日程第８の案件について

は、秘密会にしたいと存じます。 

  これにご異議ありませんか。 

各 委 員  ありません。 

市之川職務代理  ご異議なしと認め、そのとおり取り扱いいたします。 

  これより会議を非公開といたします。 

  日程第７、議案第３０号、職員の人事について外１件を一括して

議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

須貝 部長   議案第３０号及び議案第３１号、職員の人事についてご説明いた

します。議案は本日お手元にお配りしております。議案第３０号に

つきましては、平成２４年４月３０日付、議案第３１号につきまし

ては、平成２４年５月１日付人事についてご審議いただくものでご

ざいます。それぞれ添付しております名簿に基づき、ご説明をさせ

ていただきます。初めに議案第３０号の平成２４年４月３０日付人

事でございますが、本件は生涯学習課の黒川課長補佐から、一身上

の都合により、平成２４年４月３０日付を以て退職したい旨の申し

出があったことから、これを認め、市長部局への出向を発令しよう

とするものでございます。次に議案第３１号の平成２４年５月１日

付人事でございますが、平成２４年４月３０日付人事により、生涯

学習部生涯学習課生涯学習推進係長が不在となることから、別紙の

とおり事務取扱いを命ずるものでございます。以上よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

市之川職務代理  これから質疑に入ります。 

門屋 委員  今年度は欠員のままいくということになるのでしょうか。 

須貝 部長  これは職員担当部局との今後の相談になると思いますが、基本的

には年度途中ということもございますので、当面はこの体制でいく

ことになると思います。 

門屋 委員  ありがとうございました。 

市之川職務代理  他になければ質疑を終結します。 

  お諮りいたします。 

  議案第３０号、職員の人事について外１件は、原案のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

市之川職務代理  ご異議なしと認め、議案第３０号外１件は決定されました。 

市之川職務代理  これより秘密会といたします。 

 

  （以下非公開） 
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市之川職務代理  事務局からの説明事項は以上でありますが、この際、各委員から

他にご意見、ご質問等があればお受けいたします。 

各 委 員  ありません。 

市之川職務代理  他になければ、本日予定されておりました案件はすべて終了いた

しました。 

  以上で平成２４年第９回帯広市教育委員会会議を閉会いたします。 


